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ヤスクニ・レポ 175 

安倍首相に対して提訴 

―歴史的意義と私たちの課題 

代表 西川重則 

 

 １ 
 きょうは２０１４年４月２１日(月)であり、私た

ちにとって非常に有意義な一日であった。私は１５

年になる国会傍聴の一日でもあったが、多くの仲間

が安倍晋三首相の靖国神社参拝（２０１３・１２・

２６）に対し、提訴し、報告集会を日本キリスト教

団に所属する信濃町教会で開く日である。 
 国会と裁判所とは近く、特に最高裁は毎日のよう

にそこを通って国会に行っているので、午後二時の

提訴を思いながら国会に行ったものである。言うま

でもなく、夕刻の報告集会にも間に合うように出か

け、貴重な報告のすべてを直接聞くことができた。

忘れ得ない一日となったことは言うまでもない。 
「朝日新聞」は予想通り、くわしく報告の記事を

掲載しており、熟読した。午前四時には配達されて

いることが分かっており、思いを新たに全文を読み、

今後の私たちの課題について考えた。その第一歩は、

正確に事柄を知り、知らせ、ひとりでも多くの方々

が支持の輪を広げ、長い戦いにあって勝訴すること

をめざし、有効な日々を過ごすためにどうあるべき

かを具体的に考え、事柄の本質に基づいて協力する

方法を打ち出すためのそれぞれの方が具体的にでき

ることは何かに責任を持つことであろうと思ってい

る。 
 そのために、私自身の立場として、事柄の真実を

知るために、報告集会そのものは極めて重要である

と信じ、信濃町教会に駆けつけ、帰宅し、貴重な取

材をしたであろう「朝日新聞」の配達を待ち、熟読

する機会を得たということである。長文であるが、

転載したい。これも予想の通り、親しい木村庸五・

弁護団長の発言も読むことができ木村長老始めすべ

ての方々の責任が全うできるよう心から祈りに覚え

たものである。では多くの方々に読んでほしいと思

い、「朝日新聞」の朝刊（２０１４・４・２２）の全

文を掲載する。 
  「靖国参拝首相を提訴 戦没者遺族ら「隣国と

関係悪化」」 
安倍晋三首相が昨年１２月に靖国神社を参拝し

たことで、近隣諸国との関係が悪化して精神的苦

痛を受けたとして、戦没者の遺族ら２７３人が２

１日、安倍首相と国、靖国神社を相手に、原告１

人当たり１万円の損害賠償を求める訴えを東京地

裁に起こした。首相の参拝が憲法違反にあたるこ

との確認や、今後の参拝の差し止めも求めている。 
原告団によると、安倍首相の参拝をめぐっては

今月１１日に大阪地裁に提訴があり、今回が２件

目。原告は、東京都や神奈川県のほか韓国に住む

戦没者の遺族や宗教者らで、靖国神社で２１日か

ら始まった春季例大祭に合わせて提訴した。 
訴状では、首相の参拝は憲法の定める政教分離

に違反しているうえ、「靖国神社の教義を奨励し、

原告らの信教の自由を侵害した」と主張。さらに

「近隣諸国の反発を招いて軍事的衝突も起こりう

る状況になった」として、「平和的生存権」（平和

に暮らす権利）が侵害されたとしている。 
小泉純一郎元首相の参拝をめぐる訴訟では、福

岡地裁（２００４年）と大阪高裁（０５年）が「宗

教活動にあたり違憲」と判断。しかし、最高裁（０

６年）は憲法判断に踏み込まず、「不快の念を抱い

たとしても、直ちに損害賠償を求めることはでき

ない」として原告の請求を退けた。 
原告団は提訴後に東京都内で会見した。木村庸

五・弁護団長は「参拝は、日本を戦争ができる国

にしようとする動きの中で、その精神的基盤をつ

くる意図がある」と批判した。（千葉雄高） 
 

   ２ 
 ところで、戦後の日本は第九条によって軍事的解

決ではなく、武力によらない平和の道、平和的解決

が可能であると真剣に考え、そうであるべきだと強

調したのが敗戦後日本の暫くの間の理性的判断だっ

たのである。そのような敗戦後の政治姿勢は１０年



後に大きく変化し、具体的に憲法改正の道を選び、

党として武力による国のあり方を公然と主張するよ

うになったのが１９５５年１１月１５日における自

民党結成の日の具体的な基本方針であり、「現行憲法

の自主的改正」という文言を打ち出した自民党が現

在の安倍首相によってより
・ ・

はっきりと明文改憲（改

悪）の政治姿勢となり、戦後６９年の現在の通常国

会（６月２２日閉会予定）中に改憲の第一段階を打

ち出して公然と改憲姿勢を主張しているのは理不尽

であり、選挙で圧勝したことを誇っての安倍首相の

政治姿勢である。 
 それでは改めて戦後の歴史を振り返って見よう。

安倍首相のような驚くべき政治姿勢は皆無だったの

かと言えば、そうではなく驚きを新たにさせられる

事例があったことを以下述べて見たい。そんな事例

があったのかと言われれば、まさに驚くべき事例が

５５年の年に事実として例証することができる事例

であり、想像をすることもできなかった驚くべき事

例があったということである。 
 同じ５５年のことであるが、改憲のための推進運

動として、現行憲法の第２０条の政教
・ ・

分離
・ ・

の条項を

消してしまおう、条項から無くしてしまおうという

提案を公然としている文言があったのである。自民

党の改憲の主張がなされた時よりも同じ５５年の時

であるが少し早く決断していたことが事例としてあ

ったということである。まさに驚くべきことである

が、戦後憲法の中に普遍的価値を持っている日本国

憲法の中の普遍的文言、国家と宗教の分離の原則・

解釈・適用の一切を認めない、政教分離そのものを

消しさる運動が戦後１０年の５５年に見られたとい

うことである。 
 私の強い主張であり、昨年の＜８・１５＞集会で

の講演の中で主張し、ＮＨＫのラジオで取り上げて

くれた事例であり、政教分離の原則が戦前の大日本

帝国憲法の条項には見られなかった事実。その歴史

的事実こそ日本の侵略・加害の歴史を裏づける悪し

き出来事であったこと。つまり天皇制・国家神道体

制下にあって、政教分離ならぬ政教一致・政教一体

化であって、中国始めアジアの国々に対して、長期

にわたっての侵略・加害の歴史の源流であり、要因

だった厳しい大日本帝国憲法の内容、厳しい人権じ

ゅうりんの要因こそ日本国憲法を産み出すべき要因

となったことを考えれば、それこそ戦争の要因とな

った政教一体化、政教一致体制そのものであり、戦

争の要因として深く反省し、私たち日本人が戦争継

続の悪法として徹底的に戦前・戦中・戦後の長期に

わたる侵略・加害の歴史の教訓を今後の最重要な責

任課題とするに値する事実として学ぶべきことを強

調しておきたい。 
私がくり返し主張している「不断の警告こそ自由

の代償、絶えざる警告こそ自由を保持・確立する要

因・課題であることをしっかり受け止め、ひとりび

とりが自分の実践課題として、隣人に訴え、共に認

識を共有して、国を、社会を、世界を平和な国、社

会に変革する不可避の義務とすべきこと、安倍首相

の参拝ＮＯ！に対する提訴・支援がその象徴である

ことを強調して終わりたい（２０１４・４・２２ 提

訴の日を覚えて）。 
 

２０１４年３月２８日例会奨励「苦しみも賜る」ピリピ人への手紙 1章 27～29節 

須田 毅牧師（日本福音キリスト教会連合西堀キリスト福音教会） 

 

昨秋の JEA信教の自由セミナーにて、講師が第二

次大戦下で、その御家族が体験したキリスト者への

迫害についてお語りになった。ブラザレンと呼ばれ

る、宗教団体法による統制からもれたキリスト者た

ちが、そのような立場ゆえに苦しんでいた状況をお

聞きし、女性講師の優しい語りゆえにこと、むしろ

状況のきびしさがあったことを思わされた。誤解を

恐れずに言えば、他のキリスト教会からも省みられ

なかったキリスト教会の悲哀の印象を受けた。 

時代の迫害の中で、仲間に対して十分な関心を維

持できなかったのはなぜか？ 乱暴だが、単純に言

えば死を恐れたということではないか。迫害の中で

の苦しみを恐れ、死を恐れたことがあったというこ

とは、その時代の信仰者への批判ではなく、現代の

我々も、果敢に迫害と戦えるかどうかはあやしいの

ではないかという自問でもある。 
29 節に苦しみも賜ったと言われていることは、神

からの恵みとして与えられたということである。カ

ルヴァンは「この苦しみは、神の子とされたしるし」

と説いている。救いの恵みに生きると同時に、私た

ちは神のために苦しみをも生きることを、今の安寧

の中で忘れているかのようである。恵みの信仰の真

実が明らかにされるべく、悪しき世の中で戦い苦し

むことにも召されていることを覚えたい。 


